
■助成対象区分
第16回若手技能者の採用や育成に関する助成B

■活動テーマ
出前授業を通じ、ものつくりの楽しさや、感謝する気持ちを実感
してもらいたい。型枠大工という職種を知ってもらいたい。

■活動期間   2024年6月～2025年1月

■発表日 2026年2月10日

一般社団法人 日本型枠業協会 四国支部



団体概要

■ 設立
・1975年設立（昭和50年）
・型枠工事業の全国組織として発足

■ 目的
型枠工事業者の経済的地位の向上と、施工技術の改善・向上を
図り、業界の健全な発展に寄与すること

■ 主な活動
・技術・技能者育成、安全対策
・労務管理・福利厚生支援
・調査研究、機関誌発行、技能検定協力



活動の背景

●建設業、とりわけ型枠工事は、仕事内容が高校生に伝わりにくい
職種であり、現場を実際に見る・体験する機会が限られている

●進路選択の段階で、仕事の具体像が分からないまま選択肢から
外れてしまうケースも多い



活動の目的

●高校生に型枠工事の役割や仕事の流れを、
 実体験を通して理解してもらう

●現場で求められる技術や考え方を知り、
 建設業への関心を高める

●技能検定の内容を取り入れ、
 仕事と資格がつながっていることを実感してもらう

●将来の進路選択において、
 型枠工事を現実的な選択肢として考えてもらう



活動内容①出前授業・実技体験



活動内容②技能検定・教材の工夫



助成金の使途

本事業においては、主に高校で実施した出前授業の実技体験に
必要な費用として助成金を活用。

・型枠組立体験に使用する木材・型枠材等の材料費
・釘打ち体験等に使用する消耗品費（釘・資材等）
・授業で使用する教材準備費（実技用備品）
・出前授業実施に伴う運営関連費

助成金を活用することで、
高校生が実際の現場に近い環境で体験できる授業内容を実現



生徒アンケートから見えた成果

 体験を通じて、
職業への理解と心理的な距離が縮まったことがうかがえる。



型枠工事を将来の職業として選んだ生徒が実際に生まれた。

生徒のコメント（一部抜粋）
出前授業や技能検定を通して、型枠大工という職種を初めて知る。
建物の基礎から屋上まで関わり、形を想像しながら外枠を作ってい
く工程に魅力を感じた。技能検定3級に近い内容で、仲間と協力
して柱や梁を組み立てる体験が印象に残った。
授業後は友人同士で、コンクリートの仕上がりや技術の違いにつ
いて話題に。授業をきっかけに、友人と「技能検定を受けてみよう」
と話し合うまでに関心が高まった。

【成果】
型枠工事を「知らない仕事」から
「興味を持ち、目指したい仕事」へと認識が変化
進路意識や資格取得への具体的な行動意欲につながった



活動成果・効果

・「将来の進路の選択肢の一つになった」との回答があり、
型枠工事を現実的な職業として捉える変化が見られた。

・技能検定について、
「次の級を受けてみたい」「興味が湧いた」との声があり、
技能向上・資格取得への意欲喚起につながった

・現場のリアルを伝える授業内容により、
建設業の人材確保・育成という社会的課題への貢献が期待できる
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